解説 : フォッセン氏のオランダ・ポピュリズム研究について by 水島, 治郎 & MIZUSHIMA, Jiro
「西ヨーロッパのポピュリズム」
クン・フォッセン
（訳：作内由子）
【解説：フォッセン氏の
オランダ・ポピュリズム研究について】
水 島 治 郎
本講演は、オランダから短期間来日したクン・フォッセン氏が、
西ヨーロッパ各国で勢力を伸ばすポピュリズムの現状、特徴、背景
などについて、比較を交えつつわかりやすく概説を行ったものであ
る。講演者のフォッセン氏は２０１３年、オランダ語で３００頁を超える
『ウィルデルスの周囲に：自由党の肖像Rondom Wilders. Portret
van de PVV』を刊行しており、オランダのポピュリズムに通じた
現代政治史研究者としても知られている（Vossen２０１３）。同書は
ウィルデルス率いるポピュリズム政党・自由党に関する優れた研究
書として、オランダで幅広く読まれている。以下では、本講演の背
景にあるフォッセン氏の自由党研究について、簡単に紹介しておき
たい。
フォッセン氏は『ウィルデルスの周囲に』において、ウィルデル
ス本人の半生を描いたのちに、自由党の展開と成立、同党のイデオ
ロギー、支持層などについて包括的に論じている。しかしとりわけ
興味深いのは、彼が自由党の組織構造について詳細に論じ、自由党
の特質を明らかにしている点である。オランダでもポピュリズム政
党として政治に参入を試みたグループはこれまで多数あるところ、
なぜウィルデルスの自由党のみが、唯一継続的に存在感を保つこと
ができたのか。フォッセンはその重要な鍵の一つを、自由党の組織
構造、とりわけ党内統制のあり方に求める。具体的には、公式の党
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員をウィルデルス一人に限定し、党の意思決定をウィルデルス本人
に全面的に集中させる、徹底した集権構造をとっていること、議員
候補者には厳しいスクリーニングをかけ、事前教育を徹底させるこ
とで、当選後も活発に活動する議員団を確保していること、自前の
党組織ではなく、メディアやインターネットによる発信を積極的に
活用し、有権者に直接アピールすることで、効率的かつ統一的な広
報を可能としていること、などを実証的に明らかにしたのである。
オランダに限らず、新興ポピュリズム政党の多くは内紛や、資質に
問題ある議員の不適切な言動・行動で有権者の信頼を失い、自滅す
ることが多いが、ウィルデルスはそのリスクを最小限にとどめるこ
とに成功した。この研究に際しては、自由党内部に通じた人々から
も数多くの聞き取りを行い、党の実態の解明を試みている。
なお、比較政治学でも、ポピュリズム政党における党内統制の果
たす役割については近年注目が集まっており、研究が進んでいる
（古賀 ２０１３―１４）。フォッセン氏の研究は、オランダの自由党の徹
底した意思決定の集権性を具体的に明らかにすることで、同党が
ヨーロッパのポピュリズム政党の中でも特異な位置を占めているこ
とを示している。『ウィルデルスの周囲に』は、その要約版が２０１６
年に英語で刊行された（Vossen ２０１６）。拙稿でも要点を紹介してい
る（水島 ２０１６）。同書は、オランダに限らず、現代のポピュリズム
政党の行く末を考える上で、重要な位置を占める文献となるであ
ろう。
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